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  今年度は、学校関係者評価委員会の設置、東海北陸厚生局の学校指導調査を受けたこと

で、変化をもたらした 1年であったことが取り組みからも理解できます。 

評価者は学校職員だけではないので、次年度からは重点的に取り組むことが必要な目標

や計画を該当者に提示し、自己点検・自己評価グループの計画的な課題改善に向けた活動

を期待します。さらに、建学の精神・教育理念に基づき、質の高い教育が継続的に提供さ

れることを願っています。 

  

１．教育理念・目的・目標 (3.9 点) 

  国立病院機構・設置主体の理念が反映された理念・目的・目標は法的整合性をもち一貫 

性がある。建学の精神である「自主自学の精神」を基盤に、「看護教育の基本的な考え方」 

教育課程の特色」「期待される卒業生像」を学生便覧やシラバスに掲示し、学生及び保護者 

等に周知している。また、国立病院機構が担う政策医療にも対応できるよう教育内容を整 

えている。 

「期待される卒業生像」をもとに、「演習」や「実習」をとおして形成的評価を行い、学生

の看護実践力向上に努めてほしい。 

 

２．教育課程 (3.8 点) 

  教育課程の編成、点検・見直しは毎年行っている。昨年度の学生評価のやや低い「授業

科目の順序性・関連性」について検討を重ねている。科目間の関連について検討し次年度

のシラバスに明示し、学生からの評価を計画している。看護技術・理論・法規の関連性に

ついてマトリックス図法を基に関連性の検討を継続し、マトリックス図法の成果を次年度

のシラバスに反映することを期待したい。 

  2022 年度のカリキュラム改正にむけて、カリキュラム検討チームでの意見交換を活発に

し、伝統校としての強みと弱みを十分検討し、独自性のあるカリキュラム作成を期待す

る。 

 

３．教育活動・教育指導のあり方 (3.9 点) 

  １クラス 40 人以下の授業を基礎看護学と教員担当科目について実施し、年々増加してい

ることは評価できる。教員間での授業内容の検討や授業評価を行い授業の質を高めている

ことは教育の質保障につながっている。教育課程の評価につながるので継続してほしい。 

  実習指導案の整備は実習環境の向上につながるので、実習施設と協働して検討してほし

い。特に、感染対策に必要な内容は学生が日常生活においても確実に行動できるような指

導を検討してほしい。 

  



４．組織・管理 (3.9 点) 

  国立病院機構の附属施設として、母体施設の協力のもと組織・管理運営がされている。 

 学校・宿舎の老朽化に対する修繕計画等を検討し学習環境を整える必要がある。職員は財

政基盤を理解して事業計画の立案に参画している。職務分掌も明確である。教員や講師は

専門性を発揮できる人材を確保し、適正に配置している。 

  

５．学生生活への支援 (3.9 点) 

  学生の健康管理については学校医との連携を密にしており、学校内でカウンセリングが

開室され利用率も高い。また、奨学金・学習支援・進路相談・自治会活動等について学生

の主体性を育てるために学生の教員のサポート体制が充実してきている。 

  

６．施設設備 (3.9 点) 

  施設設備の整備、教材教具・図書等は計画的に行い、学習環境を整えている。   

 

７．学生の受け入れ (4.0 点) 

  小子化・大学化の傾向の中、「地域指定推薦制度」導入やオープンキャンパス、高校教師

の説明会や授業参観、教員の高校訪問など、さまざま学生確保対策によって、受験者数の

増加や入学定員を確保できていることは評価できる。 

   

８．卒業生の状況 (3.9 点) 

  卒業生は看護職として国立病院機構や石川県内に就職、地域に貢献している。 

  国家試験合格にむけた取組みはできいるが、今後は不合格者への支援も必要になるので

検討してほしい。 

  卒業生のフォローアップの新たな取り組みとして学校への里帰りの機会としての「ホー

ムカミングディ」を計画している。看護基礎教育と卒後の継続教育につながりがもてる支

援体制づくりや教育活動の改善につなげてほしい。 

 

９．社会への貢献 (3.8 点) 

  学校行事や病院祭で地域住民との交流会や看護に関する公開講座を実施している。ま

た、学生の出身高校の教師に教員の授業に参観してもらい看護の良さを知ってもらうな

ど、地域社会のニーズに応じた取り組みをしている。 

 

１０．研究・研修活動 (3.5 点) 

  教員は自主的に研究の質向上や教育力向上に向けて、研究費の活用による研究活動、学

会発表、研修への参加、授業研究に取り組んでいる。授業公開など相互研鑽できる仕組み

が整えられていることは評価できる。今後は、臨床と協働した研究活動を期待する。 

    

１１．学校評価 (4.0 点) 

  学校関係者評価委員会を立ちあげ、多面的な評価体制づくりは評価できる。病院機構の

学校との相互評価や看護大学等の教員を評価者に依頼することも検討していただきたい。 


